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町があなたのお医者さん 

あなたのからだは何才でしょう 

なんでも測ってみよう 

体力測定 

塩分をとり過ぎていませんか、食生活を考えよう。 

栄養相談 
みそ汁や吸いものなどの 

塩分濃度測定及び判定 

もしもの時の応急処置は 

人工呼吸法 

（心肺蘇生法）実演 

80才でも、20本は自分の歯で 

歯科検診及び相談 

フッ素塗布及び 

歯みがき指導 

幼児の応急処置 

歯みがきからガン検診まで0 

つり 
3月11日日 
●午前9時ト午後3時●
赤池町民会館・同和対策中央研修所 

巨蕪― 

ど
ん
底
か
ら
抜
け
だ
す
た
め
 

に
は
、
自
殺
か
、
自
ら
を
も
 

う
一
度
原
点
に
帰
っ
て
見
直
 

す
し
か
な
い
。
赤
池
町
の
財
 

政
は
ど
ん
底
で
あ
る
。
 

い
ま
 

町
職
員
は
自
ら
を
罰
す
る
よ
 

う
に
自
戒
を
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

四
月
は
、
統
】
地
方
選
挙
、
赤
池
町
は
 

町
会
議
員
選
挙
が
あ
る
▼
地
方
自
治
に
 

は
昔
か
ら
、
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
 

そ
の
ー
つ
が
伝
来
説
、
法
治
国
家
の
も
 

と
に
与
え
ら
れ
た
も
の
、
も
う
ー
つ
が
 

固
有
説
、
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
と
 

い
う
考
え
方
が
あ
る
。
こ
の
両
説
は
、
 

互
い
に
対
立
し
て
き
た
が
、
両
説
の
バ
 

ラ
ン
ス
が
現
実
で
あ
る
▼
昭
和
二
十
三
 

年
、
第
一
回
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
 

た
。
戦
前
、
満
鉄
、
華
北
交
通
の
役
員
 

を
努
め
て
い
た
、
加
藤
新
吉
三
奈
木
村
 

長
（
現
在
は
甘
木
市
に
合
併
）
は
、
こ
 

の
選
挙
で
村
長
に
選
ば
れ
た
。
最
近
そ
 

の
「
加
藤
新
吉
遺
稿
集
」
 
が
出
た
。
彼
 

の
業
績
は
、
そ
の
卓
越
し
た
 
「
見
識
」
 

と
「
自
治
に
賭
け
る
意
気
込
み
」
で
あ
っ
 

た
と
記
さ
れ
て
い
る
▼
多
く
は
書
け
な
 

い
が
、
村
長
に
選
ば
れ
た
と
き
の
演
説
 

に
「
村
は
村
民
が
自
治
す
る
。
皆
が
み
ん
 

な
役
場
に
出
か
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
 

い
の
で
村
長
を
選
ぶ
。
村
が
主
で
は
な
 

く
て
、
村
民
が
主
人
、
村
長
は
公
僕
で
 

あ
る
」
▼
村
長
は
議
会
が
代
表
す
る
民
 

意
を
聞
い
て
村
政
に
当
た
る
が
、
そ
れ
 

で
は
村
民
は
四
年
間
何
も
し
な
く
な
る
。
 

そ
こ
で
村
民
が
気
軽
に
政
治
に
参
画
で
 

き
る
全
村
協
議
会
を
つ
く
る
。
 
四
月
の
 

自
治
に
か
け
る
意
気
込
み
が
問
わ
れ
る
。
 



票
 

(3) z 
バス停一ー白雲ライン 

の 

県
知
事
●
県
議
会
議
員
 

町
議
会
議
員
 

投
票
 日 
17下4 
、 月 4 
ー十21 日 
u /J 

ラ 旦 7 
（旦） 一 

日 

四
月
は
、
県
知
事
・
県
議
会
議
員
と
町
議
会
議
員
の
選
挙
が
 

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に
身
近
で
、
暮
し
と
深
 

い
か
か
わ
り
の
あ
る
大
事
な
選
挙
で
す
。
 

み
な
さ
ん
、
そ
ろ
っ
て
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 

投
票
日
の
当
日
、
当
該
選
挙
の
選
挙
 

権
を
も
ち
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
 

て
い
る
人
で
す
。
 

県
知
事
選
挙
→
昭
和
 46 

年
4
月
8

日
 

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
2
月
 12 

月
 17 

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
、
赤
池
町
 

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
 

人
で
す
。
 

県
議
会
議
員
選
挙
→
昭
和
 46 

年
4

月
 

8
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
2
 

年
 12 

月
 28 

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
、
赤
 

池
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
 

い
る
人
で
す
。
 

（
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
 

今
 

「『 し
 

×
 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
 

そ
の
後
、
県
外
に
転
出
さ
れ
た
人
は
投
 

票
で
き
ま
せ
ん
）
 

町
議
会
議
員
選
挙
→
昭
和
 46 

年
4
月
 

22 

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
3
 

年
1
月
 15 

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
、
赤
 

池
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
 

い
る
人
で
す
。
 

（
た
だ
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
 

て
い
て
も
、
そ
の
後
、
町
外
に
転
出
し
 

た
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
）
 

（ば 

，
」
」
 

難
難
灘
識
舞
灘
麟
織
麟
一
 

投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
仕
事
や
旅
 

行
な
ど
の
た
め
、
投
票
で
き
な
い
人
は
、
 

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

⑨ 

⑥
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
 

県
知
事
選
挙
は
3
月
 18 

日
か
ら
4

月
 

6
日
ま
で
 

県
議
会
議
員
選
挙
は
3
月
 29 

日
か
ら
 

4
月
6

日
ま
で
 

町
議
会
議
員
選
挙
は
4
月
 16 

日
か
ら
 

4
月
 20 

日
ま
で
 

⑥
不
在
者
投
票
所
及
び
時
間
 

赤
池
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
）
 

で
毎
日
午
前
8
時
 30 

分
か
ら
午
後
5
時
 

ま
で
、
又
、
土
曜
日
、
日
曜
日
も
で
き
 

ま
す
。
 

⑥
不
在
者
投
票
の
手
続
き
 

不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
 

印
か
ん
（
入
場
券
が
届
い
て
お
れ
ば
入
 

場
券
も
）
を
持
っ
て
、
町
選
挙
管
理
委
 

員
会
で
所
定
の
手
続
き
を
行
な
っ
た
う
 

え
で
投
票
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
病
院
 

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
指
定
し
た
施
設
で
 

も
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

任
期
満
了
に
よ
る
町
議
会
議
員
一
般
 

選
挙
を
4
月
 16 

日
に
告
示
し
、
4
月
 21 

日
に
執
行
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
選
挙
に
 

＼
上
野
の
自
然
が
生
き
る
 

八
「
福
智
山
ろ
く
 

今
」
 

1

g、

 

一
 

『
 

『
 

（
可
マ
＞
 

×
×
 

．・／l
×
、
「
ジ
 
＼
 

、 

H
「
一
一
全
国
各
地
で
は
、
町
の
活
性
化
の
取
 

た
自
然
を
生
か
し
た
赤
池
町
の
町
づ
く
 

亘

あ

い

計

画

」

始

動

 

》
組
み
と
し
て
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
な
ど
多
 

り
計
画
「
あ
い
あ
い
計
画
」
を
策
定
し
 

彩
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
し
た
。
 

、 
、
 
赤
池
町
で
は
、
福
智
の
自
然
、
上
野
 

「
あ
い
あ
い
計
画
」
と
は
、
赤
池
町
 

＞
、
焼
の
里
を
初
め
と
す
る
文
化
に
恵
ま
れ
 

の
み
な
さ
ん
が
大
切
に
守
り
続
け
た
上
 

『

 

一

 メ
 

イ・ 
'h
ー
 

ン
 

口
 フ

 
一 

々

ノ

 

一 オ
 

《
ウ
 

（
 

ノ
ゆ
 

（ 

ノ中 

》 

事
 

ノ
 
エ
 

〉ン 図
 
た
上
野
地
区
を
赤
池
の
財
産
と
し
て
開
 

野
の
自
然
を
生
か
し
、
町
民
と
町
民
、
 

岸
 

右
 

橋
 

山
 

城
 

峡
 

野
 

『上 

ン
【
 

・ 

イ・、 

】 

サ， 

‘
 

発
か
ら
守
っ
て
来
ま
し
た
。
一
昨
年
来
、
 

町
民
と
町
外
の
人
び
と
が
、
丑
（
に
ガ
出
 

数
多
く
の
学
者
が
来
町
さ
れ
、
守
ら
れ
 

あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、
学
び
あ
う
方
こ
と
 

赤
池
を
よ
り
赤
池
ら
し
く
 

廿
サ
イ
ン
計
画
策
定
委
員
会
を
発
足
廿
 

「
福
智
山
ろ
く
あ
い
あ
い
計
画
」
を
推
 

進
し
て
い
る
町
は
、
平
成
二
年
度
「
個
 

性
あ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
 
で
県
 

か
ら
の
補
助
金
を
受
け
、
委
員
会
を
組
 

織
、
赤
池
町
ら
し
さ
を
ァ
ピ
ー
ル
す
る
 

サ
イ
ン
計
画
に
つ
い
て
、
大
学
教
授
、
 

各
種
団
体
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
が
、
 

赤
池
ら
し
さ
を
求
め
て
話
し
合
い
を
深
 

め
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
町
に
 
「
赤
池
町
ら
し
さ
」
 

を
ど
の
よ
う
な
形
で
創
り
出
す
か
、
ど
 

こ
を
ど
う
残
す
か
、
施
設
や
標
識
を
、
 

町
並
み
を
、
と
話
し
合
い
は
つ
き
ま
せ
 

ん
。
「
赤
池
ら
し
さ
」
を
創
る
サ
イ
ン
計
 

画
策
定
委
員
の
み
な
さ
ん
の
奮
闘
を
期
 

待
し
ま
す
。
 

、、ノ 

（白雲ラインから町を展望する 
サイン計画策定委員のみなさん 

サイン計画策定委員会のみなさん（順不同．敬称略） 

久原 弘 大和町 文 化 連 盟 

渡 正之 皿 山 上 野 焼 

熊谷君晴 下小路 ノノ 

西村正輝 昭和町 ク 

平島良一 堀 田 農 業 

安延幸司 下小路 ク 

長尾智博 原 ク 

日野俊二 松 本 商 工 会 

林 道治 朝日町 地区公民館連合会 

井上孝生 大和町 虎尾桜を心配する会 

山尾勝子 大 谷 まちづくり脚 

小川全夫 山口市 ア ド バ イ ザー 

（山口大学教授） 

大谷英二 高知市 ア ド バ イ ザー 

（東洋大学講師） 

熊谷信孝 下小路 学 識 経 験 者 
（田川高校教諭） 

有馬裕之 福岡市 ア ド バイ ザー 
岡アーバンフオース 

立
侯
補
を
予
定
し
て
い
る
人
に
対
す
る
 

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

●
と
 

き
 

平
成
3
年
4
月
3

日
困
 

午
後
1
時
 30 

分
か
ら
 

●
と
こ
ろ
 
赤
池
町
民
会
館
2
階
会
議
室
 

●
そ
の
他
 
説
明
会
当
日
に
侯
補
者
届
 

等
の
用
紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
印
か
 

ん
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
統
一
 

地
方
選
挙
の
手
引
き
の
本
を
斡
旋
い
た
 

し
ま
す
。
 

※
問
い
合
わ
せ
先
 
赤
池
町
選
挙
管
理
 

委
員
会
（
役
場
内
）
谷
 28 

1
2
0
0
4
 

さ
わ
や
か
に
盛
り
上
が
る
 

二
月
三
日
 
「
節
分
の
日
」
、
 

春
の
日
差
し
が
い
っ
ぱ
い
の
中
、
 

第
五
回
町
民
綱
引
き
大
会
が
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
 32 

チ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
 

町
民
会
館
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
 

タ
ー
に
A

パ
ー
ト
B

パ
ー
ト
に
 

別
れ
、
リ
ン
グ
リ
ー
グ
で
戦
い
 

ま
し
た
。
今
年
は
実
力
ナ
ン
バ
ー
 

ワ
ン
の
三
支
所
公
民
館
が
一
般
 

男
子
の
部
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
 

発
揮
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。
 

小
学
生
の
部
で
優
勝
し
た
五
区
公
民
館
 

の
前
村
け
ん
じ
ろ
う
君
（
小
学
二
年
生
）
 

に
勝
因
を
聞
い
て
見
ま
し
た
。
 

「
さ
い
し
ょ
、
向
こ
う
が
引
っ
ぱ
っ
 

た
と
き
、
ふ
ん
ば
っ
ち
ょ
く
ん
よ
」
 

「
そ
し
て
、
お
い
ち
ゃ
ん
の
か
け
声
で
引
 

く
ん
よ
、
そ
し
た
ら
、
勝
つ
」
 
と
あ
っ
 

さ
り
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
す
 

が
で
し
た
。
終
わ
り
に
、
体
育
協
会
の
 

を
基
本
に
、
福
智
下
宮
か
ら
上
野
峡
ま
 

で
の
県
道
に
「
出
会
い
ふ
れ
あ
い
の
場
 

所
」
と
し
て
の
施
設
の
建
設
と
歩
道
の
 

整
備
を
中
心
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
 

ま
す
。
 

具
体
的
に
は
、
①
四
百
年
の
伝
統
を
 

誇
る
上
野
焼
の
陶
芸
の
里
を
強
く
ア
ピ
ー
 

ル
す
る
た
め
、
多
目
的
に
使
用
で
き
る
 

「
陶
芸
博
物
館
」
を
原
付
近
に
建
設
す
る
 

②
上
小
路
付
近
に
は
、
河
村
光
陽
の
生
 

誕
地
と
し
て
、
町
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
 

に
も
、
の
ん
び
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
 

ご
せ
る
屋
外
ス
テ
ー
ジ
を
持
っ
た
 
「
河
 

村
光
陽
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」
 
を
建
設
 

す
る
。
③
皿
山
に
は
、
株
式
会
社
は
せ
 

が
わ
の
民
間
活
力
を
導
入
し
た
東
洋
文
 

化
の
殿
堂
「
企
業
博
物
館
」
を
建
設
す
 

る
。
④
福
智
川
川
沿
い
三
カ
所
に
は
、
 

水
と
遊
べ
る
小
公
園
「
ポ
ケ
ッ
ト
ウ
オ
ー
 

大
島
会
長
は
「
春
が
そ
こ
ま
で
来
た
よ
 

う
な
大
会
で
し
た
」
 
と
締
め
く
く
り
ま
 

し
た
。
 

小
学
生
の
部
 

優
 
勝
 
五
区
公
民
館
 

準
優
勝
 
猿
畑
公
民
館
 

青
年
女
子
の
部
 

優
 
勝
 
十
二
支
所
公
民
館
 

準
優
勝
 
七
区
公
民
館
 

青
年
男
子
の
部
 

優
 
勝
 
猿
畑
公
民
館
 

準
優
勝
 
七
区
公
民
館
 

一
般
女
子
の
部
 

優
 
勝
 
小
藤
公
民
館
 

準
優
勝
 
三
区
公
民
館
 

一
般
男
子
の
部
 

優
 
勝
 
三
区
公
民
館
 

準
優
勝
 
猿
畑
公
民
館
 

負けないわよ ツ
 

レ
 

ソ
 

※
お
詫
び
と
訂
正
 

健
驚
零
ま
つ
り
の
チ
ラ
シ
（
配
布
済
）
 

の
中
で
、
肺
ガ
ン
検
診
料
千
円
は
 

百
円
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
 

一
訂
正
し
ま
す
。
 

Z
「i
一j 

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
」
 
を
建
設
す
る
。
 
な
ど
 

が
主
な
も
の
で
す
。
 

現
在
工
事
中
の
「
ポ
ケ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
 

フ
ロ
ン
ト
」
工
事
は
、
平
成
二
年
度
個
性
 

あ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
で
県
か
ら
 

の
補
助
金
を
受
け
、
上
野
峡
の
玄
関
口
 

に
、
水
を
取
り
入
れ
た
都
市
型
公
園
を
 

建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
カ
ナ
ー
 

ル
広
場
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
、
ち
ょ
っ
 

と
し
た
催
し
に
も
使
用
で
き
ま
す
。
 

「
あ
い
あ
い
計
画
」
を
進
め
る
に
当
 

た
っ
て
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
 

力
と
多
く
の
資
金
が
伴
い
ま
す
。
地
域
 

の
整
備
が
進
め
ば
、
地
域
の
方
が
た
の
 

生
活
も
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
 

あ
い
あ
い
計
画
の
完
成
に
は
長
い
年
 

月
が
必
要
で
す
。
赤
池
町
の
財
産
で
あ
 

る
福
智
山
ろ
く
を
み
ん
な
で
生
か
し
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

固定資産課税台帳の縦覧期間は 
4月1日～20日まで、役場税務課にて 



・ 

) 4 ( 

鷲
驚
麟
鷺
麟
鷺
麟
 

一
人
ひ
と
り
の
 

人
権
を
大
切
に
廿
 

こ
こ
で
紹
介
す
る
作
品
は
、
昨
年
の
人
権
尊
重
旬
間
（
平
成
2
年
 
12 

/
4
5
 13 

) 

に
お
い
て
、
町
内
、
小
・
中
学
校
、
児
童
生
徒
か
ら
「
作
文
」
・
「
ポ
ス
タ
ー
」
、
 

ま
た
、
地
区
公
民
館
お
よ
び
職
域
か
ら
「
ポ
ス
タ
ー
」
な
ど
、
数
多
く
の
作
品
が
集
 

ま
り
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
力
作
と
思
わ
れ
る
作
品
を
2
月
よ
り
6
月
ま
で
の
5
回
に
わ
た
り
掲
載
 

し
て
い
き
ま
す
。
 

, 

上
野
小
学
校
五
年
 
春
本
進
也
く
ん
 

（
天
郷
団
地
）
 

支所わかば子供会 1 1 

市
場
小
学
校
六
年
 
尾
仲
美
沙
さ
ん
 

（
緑
ケ
丘
町
 

上 野 保 育 所 

赤池町如支肋公 
支所公民館 0 

(Z 

赤
池
中
学
校
一
年
 
柳

川

恵

里

さ

 

（
緑
ケ
丘
 

赤 池 保 育 所 

 今 月 の 解 放 講 座 

3 月 2 7 日 （水） き
 

と
 

午後7 時30分から 

ところ 同和対策中央研修所 

※自らを見つめ、 暮しを高める 

解放講座へ、お気軽にどうぞ。 

N .Tん 
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人
 
権

作

文

 

身
分
制
度
を
学
習
し
て
 

考

え

た

こ

と

 

市
場
小
学
校
六
年
 

川
村
春
奈
さ
ん
（
北
町
）
 

差
別
っ
て
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
あ
っ
た
の
で
 

し
よ
う
か
。
わ
た
し
は
、
差
別
の
始
ま
り
は
、
 

人
類
が
誕
生
し
た
こ
ろ
か
ら
あ
っ
た
と
思
い
 

ま
す
。
 

で
も
社
会
科
で
勉
強
し
た
よ
う
に
、
江
戸
 

時
代
の
身
分
差
別
は
、
ひ
ど
か
っ
た
と
思
い
 

ま
す
。
同
じ
人
間
な
の
に
、
士
農
工
商
と
さ
 

ら
に
低
い
身
分
の
人
と
分
け
ら
れ
て
い
た
の
 

で
す
。
 

わ
た
し
は
社
会
科
が
好
き
な
の
で
、
さ
ら
 

に
低
い
身
分
の
人
に
つ
い
て
一
人
勉
強
を
し
 

ま
し
た
。
 

武
士
は
「
ぶ
れ
い
う
ち
」
 
と
い
っ
た
特
権
 

が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
人
間
な
の
に
、
殺
し
 

て
許
さ
れ
る
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

福
岡
の
マ
ラ
ソ
ン
を
見
て
 

思

っ

た

こ

と

 

上
野
小
学
校
六
年
 

安
武
和
人
く
ん
（
薬
王
寺
）
 

ぼ
く
は
、
十
一
月
三
日
、
福
岡
で
、
ハ
ー
 

フ
 
（
約
 
21 

」
）
、
 
10 
」、 

5
」
の
マ
ラ
ソ
ン
が
 

あ
っ
た
の
で
、
テ
レ
ビ
で
見
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
で
 

て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
、
も
っ
と
も
ぼ
く
の
心
に
残
っ
 

た
人
は
、
5
」
の
区
間
を
走
っ
た
、
と
言
う
 

よ
り
、
車
い
す
に
す
わ
っ
て
、
手
で
こ
い
で
 

い
っ
た
井
上
さ
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

5
」
の
コ
ー
ス
は
、
車
い
す
の
人
も
い
っ
 

し
ょ
に
走
れ
る
コ
ー
ス
で
し
た
。
 
ス
タ
ー
ト
 

は
、
車
い
す
の
人
が
先
に
ス
タ
ー
ト
し
て
 10 

全
員
ゴ
ー
ル
し
て
、
 
一
位
の
車
い
す
の
人
 

に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
 

し
た
。
そ
の
内
容
は
「
と
中
で
き
つ
く
な
っ
 

た
の
で
、
や
め
よ
う
と
思
っ
た
が
、
ほ
か
の
 

人
が
、
ぽ
く
を
お
う
え
ん
し
て
く
れ
た
の
で
、
 

最
後
の
力
を
出
し
切
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
 

た
と
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
 

差

別

に

つ

い

て

 

赤

池

中

学

校

 

冨
永
幸
恵
さ
ん
（
松
本
）
 

私
た
ち
は
、
今
ま
で
何
時
間
も
の
差
別
、
 

人
権
問
題
な
ど
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
 

差
別
、
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
、
た
く
 

さ
ん
の
差
別
が
あ
り
ま
す
。
 
そ
し
て
、
と
て
 

も
気
軽
に
差
別
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
 

す
。
そ
ん
な
に
簡
単
に
使
っ
て
い
い
言
葉
だ
 

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
 

簡
単
に
使
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
本
当
の
 

差
別
に
注
意
し
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。
知
ら
 

な
い
ふ
り
を
す
る
人
が
、
多
い
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
え
し
が
く
る
の
が
こ
わ
い
か
ら
、
自
 

分
も
い
っ
し
ょ
に
い
じ
め
ら
れ
た
り
さ
れ
た
 

ら
、
そ
う
考
え
る
と
、
や
は
り
こ
わ
い
し
、
 

勇
気
が
い
り
ま
す
。
 

で
も
、
そ
れ
を
無
視
す
る
の
は
、
自
分
も
 

そ
の
人
を
傷
つ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

そ
う
思
っ
た
時
の
感
じ
は
、
注
意
し
て
、
 

し
か
え
し
さ
れ
た
時
の
つ
ら
さ
よ
り
、
重
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

私
自
身
頭
の
中
で
、
わ
か
っ
て
い
て
も
、
 

実
行
は
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
他
 

人
に
ど
う
こ
う
い
う
よ
り
、
自
分
を
あ
ら
た
 

め
な
く
て
は
、
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
ご
ろ
、
前
よ
り
、
い
じ
め
が
、
ふ
え
 

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

最
近
読
ん
だ
本
に
、
日
本
の
子
供
た
ち
に
 

や
さ
し
い
心
を
も
っ
た
子
供
が
他
の
国
に
く
 

ら
べ
て
少
な
い
、
他
人
の
す
る
こ
と
に
無
関
 

一
心
と
、
の
っ
て
い
ま
し
た
。
や
さ
し
い
心
が
 

/
 

ノ
 

で
も
、
江
戸
時
代
に
は
本
当
に
あ
っ
た
の
 

で
す
ね
。
 

今
、
士
農
工
商
な
ど
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
わ
た
し
の
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
で
考
え
 

て
み
ま
し
た
。
 

わ
た
し
た
ち
の
学
級
で
は
、
 

「
無
視
」
 
さ
 

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
け
ん
か
を
し
て
い
ま
 

す
。
相
手
を
傷
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
差
 

別
で
す
。
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
い
っ
ぱ
い
 

友
達
を
差
別
し
て
い
る
の
で
す
。
 

少
し
ぐ
ら
い
な
ら
、
た
い
し
た
こ
と
は
な
 

い
と
思
っ
て
い
る
人
が
あ
ん
が
い
い
ま
す
。
 

も
う
少
し
み
ん
な
が
、
相
手
の
こ
と
を
考
 

え
て
、
行
動
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

相
手
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
い
く
よ
 

う
に
し
た
ら
、
け
ん
か
は
お
き
な
い
と
思
い
 

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
ま
ず
こ
の
小
さ
な
 

け
ん
か
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
か
ら
努
力
し
 

な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
う
す
れ
ば
、
差
別
も
な
く
な
り
、
今
よ
 

り
も
、
も
っ
と
い
い
世
の
中
に
な
る
と
思
い
 

ま
す
。
 

、
 20 

秒
後
に
走
る
人
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
 

ま
し
た
。
 

三
十
分
く
ら
い
し
て
、
ト
ッ
プ
が
ゴ
ー
ル
 

し
ま
し
た
。
 

一
位
は
車
い
す
の
人
で
し
た
。
 

走
者
の
ト
ッ
プ
が
ゴ
ー
ル
に
入
っ
た
後
、
 

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
は
、
車
い
す
の
井
上
さ
ん
を
 

映
し
ま
し
た
。
 

井
上
さ
ん
は
、
足
が
不
自
由
な
の
で
、
と
 

て
も
き
つ
そ
う
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
道
の
 

両
は
し
か
ら
「
ガ
ン
バ
レ
ー
、
 
ガ
ン
バ
レ
ー
」
 

と
、
せ
い
え
ん
が
し
ま
し
た
。
 

す
る
と
、
井
上
さ
ん
は
、
今
ま
で
き
つ
そ
 

う
だ
っ
た
顔
を
、
少
し
ゆ
が
め
て
、
白
い
歯
 

を
見
せ
な
が
ら
、
通
り
す
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
 

そ
れ
か
ら
 10 

、
 13 

分
間
後
井
上
さ
ん
が
ゴ
ー
 

ル
し
ま
し
た
。
あ
の
時
、
あ
ん
な
に
き
つ
そ
 

う
だ
っ
た
顔
を
わ
す
れ
た
か
の
よ
う
に
、
え
 

顔
を
う
か
べ
な
が
ら
ゴ
ー
ル
に
入
り
ま
し
た
。
 

ぼ
く
が
考
え
た
こ
と
は
 
「
が
ん
ば
れ
」
 
と
 

い
う
、
短
か
い
こ
と
ば
な
の
に
声
を
か
け
ら
 

れ
た
ら
、
気
持
ち
の
持
ち
方
が
変
わ
る
ん
だ
 

な
、
と
思
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
マ
ラ
ソ
ン
で
走
っ
て
き
つ
 

そ
う
だ
っ
た
ら
「
が
ん
ば
れ
」
 
と
声
を
か
け
 

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
 

少
な
け
れ
ば
、
人
を
傷
つ
け
て
も
平
気
で
い
 

た
り
、
他
人
が
、
だ
れ
を
ど
う
し
よ
う
と
関
 

係
が
な
い
、
か
か
わ
る
と
、
や
や
こ
し
く
な
 

る
と
い
う
考
え
が
ふ
え
る
と
、
い
じ
め
な
ど
 

が
増
え
、
傷
つ
く
人
た
ち
が
増
え
る
と
思
い
 

ま
す
。
人
と
人
の
関
係
な
ど
も
大
切
に
し
た
 

い
で
す
。
 

身
体
が
不
自
由
な
人
が
い
ま
す
。
そ
の
人
 

た
ち
を
み
て
、
き
も
ち
悪
い
と
か
笑
っ
た
り
 

す
る
人
が
い
ま
す
。
で
も
、
体
が
不
自
由
で
 

あ
っ
て
も
人
間
で
す
。
 

理
由
も
な
く
、
み
か
け
だ
け
で
笑
っ
た
り
 

す
る
人
た
ち
は
、
自
分
に
、
自
信
が
な
い
の
 

で
す
。
自
分
が
で
き
て
、
相
手
が
そ
の
こ
と
 

を
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
の
に
、
笑
っ
た
り
 

す
る
こ
と
は
、
か
わ
い
そ
う
で
す
。
 

私
も
自
分
に
自
信
が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
 

ん
。
で
も
体
が
少
し
不
自
由
な
人
た
ち
よ
り
、
 

ま
さ
っ
て
い
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
。
 

電
車
な
ど
に
乗
っ
た
時
、
老
人
や
体
の
不
 

自
由
な
人
に
席
を
ゆ
ず
っ
た
り
す
る
の
は
、
 

差
別
な
の
で
し
よ
う
か
。
 

体
が
不
自
由
だ
か
ら
、
歳
を
と
っ
て
い
る
 

か
ら
、
そ
れ
が
席
を
ゆ
ず
る
第
一
の
理
由
で
 

す
。
特
別
に
考
え
て
い
る
け
れ
ど
、
で
も
私
 

は
、
や
さ
し
さ
と
思
い
ま
す
。
 

だ
か
ら
、
や
さ
し
さ
と
差
別
は
、
自
分
が
 

さ
れ
て
、
少
し
み
わ
け
が
つ
か
な
い
時
も
あ
 

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

だ
か
ら
、
も
っ
と
差
別
と
い
う
も
の
を
、
 

知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

身
の
周
り
の
、
ど
ん
な
小
さ
な
差
別
も
な
 

く
な
る
と
い
い
で
す
。
 

×
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育英資金の 

奨学生募集 

平成3年度赤池町育英資金を次の 

とおり貸与の募集をしますので、希 

望される方は申し込み下さい。 

1 ．資 格 

(1）町内に1年以上在住する方 

(2）身体強健で学業優秀な方 

(3）品行方正で志操堅実な方 

(4）在学校長の推せんする方 

2．貸与額 

(1）高等学校（定時制を除く） 

。国公立＝＝月額1万円 

入学支度金2万5千円 

。私 立＝＝月額1万5千円 

入学支度金3万円 

(2）大学（短期大学を含む） 

。国公立一月額2万円 

入学支度金5万円 

。私 立ニ＝月額3万円 

入学支度金6万円 

3．受付期間 

4月8 日（月）から5月10日岡まで 

⑥問い合わせ先…教育委員会 

多 

r"-"-"-っ "-気こ二こニ石茎一ー叫p.'四マー尾孝千 
引 、J ノコ1田1.LL L.ーノーvJ 1 J手 ~二隻 士お ふミ美 円 
多i【休館日】 
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今
回
は
、
実
際
の
運
動
処
方
に
つ
い
 

て
お
話
し
し
ま
す
。
 

一
、
運
動
処
方
に
必
要
な
メ
デ
ィ
カ
ル
 

チ
ェ
ッ
ク
 

残
念
な
が
ら
運
動
に
と
も
な
う
事
故
 

は
、
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
原
 

因
の
大
部
分
は
潜
在
的
な
疾
患
や
、
異
 

常
所
見
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
 

異
常
所
見
を
、
事
前
に
発
見
し
て
そ
れ
 

に
対
し
て
の
対
策
を
た
て
て
お
け
ば
、
 

少
な
く
と
も
悲
劇
的
結
末
だ
け
は
、
避
 

け
る
こ
と
が
で
く
ま
す
。
 

メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
 
ッ
ク
と
し
て
、
安
 

静
時
血
圧
、
安
静
時
心
電
図
な
ど
の
循
 

環
器
検
査
、
そ
し
て
、
血
圧
検
査
を
中
 

心
と
し
た
検
査
に
よ
っ
て
、
糖
尿
病
を
 

見
つ
け
る
等
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
他
、
整
形
外
科
的
、
関
節
 

疾
患
、
神
経
疾
患
な
ど
を
評
価
し
て
お
 

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
査
 

は
、
ま
ず
病
院
に
行
っ
て
、
主
治
医
に
 

病
歴
を
話
し
て
、
検
査
計
画
を
た
て
る
 

こ
と
が
一
番
早
い
方
法
と
い
え
ま
す
。
 

ニ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
以
外
に
気
 

を
つ
け
る
事
柄
 

メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
 
ッ
ク
を
行
な
っ
て
 

-

 

／
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一
天
生
き
が
い
対
策
事
業
 

パ
老
入
農
園
）
参
加
募
集
に
つ
い
て
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
赤
 

池
町
の
委
託
に
よ
り
、
平
成
3

年
度
 

「
老
人
生
き
が
い
対
策
（
老
人
農
園
）
」
 

を
実
施
し
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
参
加
希
望
の
方
の
募
集
を
 

行
い
ま
す
。
 

▼
期
 
間
 
平
成
3
年
4

月
1

日
よ
り
 

平
成
4
年
3
月
 31 

日
ま
で
 

▼
参
加
で
き
る
方
 

o
町
内
に
住
ん
で
い
る
方
で
、
年
齢
 

60 

歳
以
上
 75 

歳
ま
で
の
男
女
 

o
健
康
な
人
（
要
健
康
診
断
書
）
 

o
夫
婦
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

▼
申
込
み
と
締
切
り
 

o
申
込
書
は
、
赤
（
他
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

又
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
で
お
渡
 

し
し
ま
す
。
 

o
締
切
り
 
3
月
 23 

日
ま
で
 

o
定
員
 
30 

名
 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）
 

も
、
事
故
は
皆
無
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

検
査
は
完
壁
で
は
な
く
、
コ
ン
デ
ィ
 

シ
ョ
ン
も
常
に
変
化
す
る
か
ら
で
す
。
 

特
に
、
瀞
眠
不
足
、
疲
労
、
風
邪
ま
 

た
は
、
下
痢
等
の
場
合
は
、
普
段
は
何
で
 

も
な
い
運
動
が
、
事
故
原
因
と
な
る
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
温
、
湿
度
、
 

風
、
日
照
等
の
環
境
の
変
化
も
常
に
変
 

化
し
て
、
身
体
条
件
と
あ
い
ま
っ
て
、
 

の
運
動
が
、
有
酸
素
運
動
と
し
て
優
れ
 

て
い
ま
す
。
 

▼
運
動
時
間
は
？
 

一
回
の
運
動
時
間
は
五
分
以
内
で
は
 

有
酸
素
運
動
と
し
て
は
効
果
が
少
な
い
 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
運
動
 

時
開
始
と
と
も
に
、
呼
吸
、
循
環
器
系
 

の
機
能
が
高
ま
り
、
平
行
状
態
に
達
す
 

る
時
間
が
最
低
五
分
間
は
か
か
る
か
ら
 

《

、

《

、

一

 

，
《
《
一
 
，
,
，
、
一
一
一
一
《
《
《
●
●
●
、
 

自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
ノ
・
 

…
無
理
せ
ず
●
楽
せ
ず
・
し
っ
か
り
と
・
・
・
 

《

一

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

，

,

,

，

一

 

大
き
な
怪
我
を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。
運
 

動
条
件
も
、
い
つ
も
同
じ
に
し
て
い
る
 

つ
も
り
で
も
、
競
争
心
が
お
こ
っ
て
、
 

い
つ
も
よ
り
無
理
を
す
る
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
。
 

三
、
実
際
の
運
動
処
方
 

以
上
述
べ
た
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
 

実
際
の
運
動
処
方
を
作
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
運
動
処
方
は
、
そ
の
人
の
体
力
 

や
、
病
気
に
合
せ
て
作
ら
な
け
れ
な
り
 

ま
せ
ん
。
体
力
測
定
は
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
 

や
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
を
使
用
し
て
、
 

脈
拍
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
 

る
程
度
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
そ
の
最
 

大
脈
拍
は
“
m

マ
イ
ナ
ス
年
齢
方
で
あ
 

ら
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
最
大
 

脈
拍
の
 50 

か
ら
 70 

％
の
脈
拍
が
、
有
酸
 

素
運
動
域
と
な
り
ま
す
。
 

運
動
の
種
類
は
、
前
回
述
べ
ま
し
た
 

が
、
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
自
転
車
等
 

▼
間
い
合
わ
せ
先
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

容
 28 

1
4
6
4
6
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
一
月
十
八
日
5
二
月
十
九
日
 

【
香
典
返
し
】
o

水
永
ト
シ
コ
（
大
浦
 

団
地
）
o

柴
田
ス
ミ
子
（
鋤
木
田
）
 

前
山
菊
松
o

伊
川
昭
治
（
中
津
市
）
 

荻
野
モ
モ
ョ
 
（
中
町
）
 

o
乾
ト
シ
コ
 

（
伏
原
）
o

横
田
ノ
ブ
（
下
寿
）
0

宇
野
 

ト
シ
子
（
春
日
）
o

和
才
吉
子
（
高
尾
 

通
）
o

世
良
一
生
（
新
町
）
以
上
十
件
 

二
十
六
万
円
で
す
。
 

【
寄
付
】
o

九
光
石
油
廿
五
千
円
o

筑
 

豊
繊
維
工
業
職
員
一
同
廿
一
万
円
o

匿
 

名
の
方
五
名
廿
九
千
円
 

【
特
別
賛
助
会
員
】
 

（
企
業
、
法
人
一
 

口
一
万
円
）
o

筑
豊
繊
維
工
業
廿
一
口
 

【
賛
助
会
員
】
 

（
個
人
、
 

一
般
一
口
廿
 

で
す
。
逆
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
五
分
 

以
下
で
疲
れ
る
よ
う
な
運
動
は
、
有
酸
 

素
運
動
と
し
て
適
し
て
い
な
い
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
実
際
の
運
動
時
間
は
こ
の
 

時
間
を
含
め
て
、
二
〇
分
以
上
が
望
ま
 

し
い
と
い
え
ま
す
。
 

▼
運
動
の
時
間
帯
は
？
・
 

運
動
す
る
時
間
帯
は
個
人
に
よ
っ
て
 

と
れ
る
時
間
が
違
う
為
に
、
い
ち
が
い
 

に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
 
一
つ
注
意
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
食
事
と
の
関
 

係
で
す
。
食
後
は
食
物
の
消
化
、
呼
吸
 

の
た
め
に
血
液
が
筋
肉
に
と
ら
れ
て
、
 

消
化
不
良
を
お
こ
し
や
す
い
と
い
う
こ
 

と
と
、
食
後
は
、
副
交
感
神
経
が
緊
張
 

し
て
お
り
、
運
動
時
の
交
感
神
経
興
奮
 

と
逆
の
現
象
が
お
こ
り
ま
す
。
又
、
胃
 

に
食
物
が
充
満
し
て
い
る
と
、
堰
気
、
 

嘘
吐
が
お
こ
リ
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
食
後
は
運
動
 

3月福祉センターの行事 

gi【福祉バス運行日】 ＊ワ日の相談は「健康まつり」会i ＝ 藷 菜 

糾―毎日運1テしていますっ 場（町民会館）でiテないます。~ 姦 竿こ 犀奮 

II無熱を自由I提供I健鱗貫ょり12H)1 2時まで）I 奮舞「， 
学校教育課容28- 4 1 0 0 引、に鼠篇11時～ k1J-誉慧群前11時より ~ 置 熱 早長 

乞1 ※ゲートボール場も自由にご利用下さい。 ~ 廿 百 内 松 永 
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!『鷲’る1 1 bH, 
l」 性に 乙4二 

の
強
度
に
と
も
な
っ
て
、
三
〇
分
か
ら
 

一
一
時
間
は
休
ん
で
運
動
を
始
め
る
方
が
 

よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

あ
ま
り
空
腹
時
に
運
動
を
行
な
う
こ
と
 

は
、
よ
く
な
い
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
 

特
に
、
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
な
ど
は
低
 

血
糖
発
作
を
お
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

▼
週
に
何
日
運
動
す
れ
ば
よ
い
か
？
 

日
頃
運
動
し
て
い
な
い
人
が
、
週
末
 

に
が
ん
ば
っ
て
運
動
し
た
と
す
る
と
、
 

翌
日
に
疲
労
が
残
っ
て
、
全
身
の
筋
肉
 

痛
が
出
現
し
、
仕
事
に
も
身
が
入
ら
な
 

い
で
し
よ
う
。
そ
し
て
、
ま
た
次
の
週
 

末
も
同
じ
様
に
運
動
を
し
て
、
同
じ
こ
 

と
の
繰
返
し
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
週
一
回
運
動
し
て
も
、
運
 

動
に
よ
る
効
果
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
疲
 

驚議議麟 
鷺鷲議鷺 

金
 

民
 年

 

国
 

ず
さ
い
き
風
a
V
一 

5
あ
り
が
と
う
、
さ
わ
や
か
集
団
5
 

＼
麓
（
」
肌
舞
譲
繊
藤
論
 

鮎
お
魯
宇
m
〕
早
朝
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
と
し
 

学
 

に
に
ド
め
盛
H
 
て
、
上
野
皿
山
周
辺
の
テ
ン
グ
ス
病
駆
 

。

 

‘

、

 

］

'

 

、し 

‘！ー、、！“ 

r 

壮
快
・
爽
快
 

し、一 

5
あ
り
が
と
う
、
さ
わ
や
か
集
 

労
の
み
が
残
る
と
言
え
ま
す
。
又
、
週
 

一
回
の
運
動
で
は
、
運
動
に
伴
う
事
故
 

が
多
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
 

ら
と
い
っ
て
週
に
七
日
運
動
を
行
な
え
 

ば
、
逆
に
疲
労
が
蓄
積
さ
れ
て
し
ま
い
 

ま
す
。
週
に
二
回
以
上
お
こ
な
え
ば
、
 

運
動
効
果
が
で
て
き
て
、
週
三
、
四
回
 

お
こ
な
う
こ
と
が
、
理
想
的
と
い
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

若
い
時
は
、
何
も
考
え
ず
に
運
動
を
 

や
っ
て
い
た
の
に
、
高
齢
に
な
っ
て
運
 

動
を
す
る
に
も
身
体
が
い
う
こ
と
を
き
 

か
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
 

て
、
何
も
し
な
い
の
で
は
、
身
体
は
衰
 

え
て
い
く
ば
か
り
で
す
。
 

一
度
町
立
病
院
で
運
動
に
関
し
て
、
 

相
談
を
し
て
下
さ
い
。
待
っ
て
ま
す
万
】
 

今
年
4
月
か
ら
、
二
十
歳
以
上
の
学
 

生
も
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

万
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
満
 

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
保
障
す
る
た
め
 

除
を
行
い
ま
し
た
。
 

同
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
は
、
一
一
 

＋
数
年
間
、
赤
池
町
は
も
と
よ
り
、
田
 

川
郡
内
、
北
九
州
等
、
県
内
外
の
広
範
 

囲
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
今
後
 

‘
も
ご
活
躍
を
／
 

で
す
。
 

福
智
山
麓
の
自
然
観
察
と
 

し
か
も
、
保
険
料
負
担
が
困
難
な
場
 

虎
尾
桜
の
お
花
見
を
し
ま
せ
ん
か
 

合
に
は
、
学
生
と
い
う
特
殊
な
事
情
を
 

赤
池
町
の
春
の
自
然
を
、
み
ん
な
で
 

考
え
た
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
数
御
参
 

加
入
の
手
続
き
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
 

加
下
さ
い
。
 

役
場
国
民
年
金
係
へ
。
 

▼
い
 

つ
 

3
月
 31 

日
同
 

9
時
集
合
 

年

金

相

談

開

催

 

国
民
年
金
は
、
私
た
ち
の
老
後
を
保
 

障
す
る
大
切
な
制
度
で
す
。
 

現
在
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
 

方
、
今
か
ら
加
入
さ
れ
る
方
な
ど
、
年
 

金
に
つ
い
て
の
手
続
き
や
、
わ
か
ら
な
 

い
事
な
ど
是
非
こ
の
機
会
に
ご
相
談
下
 

さ
い
。
 

当
日
は
、
直
方
社
会
保
険
事
務
所
よ
り
 

2
名
の
方
が
来
所
し
、
皆
さ
ん
の
ご
相
 

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

▼
日
時
 
3
月
 17 

日
同
9
時
5
5
時
 

▼
場
所
 
赤
池
町
民
会
館
 

※
健
康
ま
つ
り
会
場
で
行
な
い
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
 
上
野
峡
茶
屋
前
 

▼
持
参
物
 
弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
他
 

⑥
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先
 

井
上
さ
ん
（
が
）
公
 28 

1
5
3
9
1
まで 

虎尾桜の周辺整備をする皆さん 



(8) 

て
 

の

い

 

等
《
 っ

 

間
．
 

期
 一 

」
 

融

更

 

金

変

 

定
 

指
 予

防
・
検
診
●
相
談
 

「
一
舞
麟
蕪
「
鱗
舞
薫
I
I
一 

◆
「
種
混
合
 

田
川
地
区
定
時
制
高
等
学
校
 

八
日
団
 
町
民
会
館
 

●
後
 12
 

ケ
n

」
 

一
、
募
集
科
目
（
補
充
募
集
）
 

13 

時
 3～
 
、
 14
 

時
 30 

分
／
、
 48
 

×
 

田
川
東
高
等
学
校
普
通
科
 

一
年
 

◆
乳
児
相
談
 

西
田
川
高
等
学
校
普
通
科
 

一
年
 

一 

十
八
日
囲
 
町
民
会
館
，
後
4

.7

」 

ニ
、
定
員
 

＋ 

10
 

時
、
 1
' l
時
 

／
、
 
10
 

× 

両
校
と
も
若
干
名
 

・ 

◆
一
歳
半
検
診
 

三
、
検
査
科
目
 

二
十
二
日
団
町
民
会
館
八
歳
六
箔
ン
 

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
 

・ 

13 

時
 3～
 
、
 14
 

時
 30 

分
 
乙
歳
九
ケ
月
×
 

及
び
面
接
 

・ 

◆
健
康
ま
っ
り
 

四
、
志
願
書
類
提
出
期
限
 

十
七
日
回
 
町
民
会
館
・
同
和
対
策
 

3
月
 22 

H
圏
か
ら
3
月
 25 

H
囲
ま
で
 

中
央
研
修
所
 

受
験
料
」
ハ
〇
〇
円
 

9
時
、
 15 

五
、
学
力
検
査
日
 

魁
鯛
鯵
博
）
 

価 

3
月
 2
6
 

H
因
午
前
9
時
 3
0
 

／
っ
巾
に
に
ペ
 

・r 

、

 

責

 

午
前
 110 

時
検
査
開
始
 

×
り
月
 
v-I
 

Fe
 

自

葡

！

ー

 

” 

＊
詳
細
は
、
願
書
を
出
す
学
校
に
お
問
 

ノc
●
」
入
ー
×
M
『m
川
 
j

‘
．
娘
 

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

》
「
ゆ
匿
」
衣
 

く
一
ソ
1
パ
し
ノ
）
建
 

田
川
東
高
等
学
校
容
 44
 

1
3
0
1
5
 

（
厩
露
静
ぎ
叱
房
討
Z
ー 

い 

西
田
川
高
等
学
校
容
半
0
3
1
3
 

平成3年4月1日から赤池町の指定金融 

機関等が次のように変更になります。 

変更前 変更後 

西日本銀行 

福岡銀行 

田川信用金庫 

田川農業共同組合 

指定金融機関 福岡銀行 

指定代理金融機関 な し 

指定収納金融機関 

西日本銀行 

田川信用金庫 

田川農業共同組合 

簿記・ワ ープロ 

婦人技術講習会 

福岡県婦人就業援助センター筑豊支所で 

は就業希望の女性を対象に、次のとおり技 

術講習会を開催します。ご希望の方はお 

申し込み下さい。 

ト科目 簿記（初級）・ワープロ 

ト定員 30名 

ト期間 平成3年4月15日から7月2日まで 

のうち21日間 

（主として、毎週月・水・金曜日） 

ト受講時間 午前10時から午後4時まで 

ト受講料 無料但し教材費は受講者負担 

ト会 場 福岡県飯塚総合庁舎 

ト申込受付平成3年3月14日から3月15日まで 

期間 （午前9時～12時，午後1時～5時） 

ト申込方法 電話申込 

ト申込み・問い合わせ先 

飯塚市新立岩8-1（飯塚総合庁舎1階） 

「福岡県婦人就業援助センター筑豊支所」 

容 0948-23-4156 

結核の予防と 

精神保健を考える大会

年間5万人の新患者が発生している結核 

間題と精神病に対する正しい理解と認識 

のためにも参加しませんか。 

トと き 平成3年3月30日（土） 

10時50分～16時30分 

トところ 田川文化センター 

ト内 容 ・講演『成人病と結核にっいて』 

講師 城戸晴生結核予防センター所長 

・体験発表 発表者 わかば会員 

（田川精神障害者家族会） 

・特別講演「文学に現れた心病める人たち」 

講師加賀乙彦氏（作家・精神科医） 

・イべント／コンサート バサラカバンノぐ 

フラメンコ 山本壬子さん 

・昼食も用意しています（無料） 

ト間い合わせ先 田川保健所冒44-0666 

消防者・救急車の 

通行路一部変更 

町
民
の
皆
さ
ん
へ
、
町
文
化
連
盟
か
 

っ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
 
童
謡
の
ま
ち
 

～
ふ
さ
わ
し
い
郷
土
芸
能
を
お
届
け
し
 

よ
す
。
是
非
鑑
賞
し
て
下
さ
い
。
 

▼
と
き
 
3
月
 23 

H

田
 

18 

時
 3～
 分
開
場
 

▼
と
こ
ろ
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

▼
内
容
 

o
田
川
市
 
伊
加
利
浄
瑠
璃
人
形
 

o
川
崎
町
 
杖
楽
 

o
赤
 
村
 
山互P
神
楽
 

o
金
田
町
 
南
木
の
獅
子
舞
い
 

o
糸
田
町
 
お
田
植
え
祭
り
 

o
赤
池
町
 
童
謡
の
歌
声
 

べ
ル
・
ア
ル
モ
ニ
ア
赤
池
 

少
年
少
女
合
唱
団
 

＊
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
 

冒
 
28 

1
4
1
1
0
 

豊
前
の
国
伝
承
芸
能
 

ふ
れ
あ
い
コ
 ン
サ
ー
ト
 I 

⑥YYY V 

言嘉貧と 主 示1 iJt合Mフレン声団買募葉 
ノゴ il；日 負I 、ー 

よ 先 
り 山五 
支忠昔中蒔適 婦羨 舞・ 警、欝厭・→夢 」 
貨垣具帯30 壷 。難八轟」蜜1 1 参 

難5 i 1I 灘＝頑 
'‘ 、ノ ，きようは楽しいひな祭り，まってま～す

I
と の い の 稿 寒 自 報 ジ ／→」
思 立 そ ま 地 が を い 今 問 マ ま 1 くぐ→舞I 
ら ＋具 万、 ま二 」-Uじ 、 Eョ 一 、 l亡1 、ノ 女 、ノ ＼ンー・， 隣難鵬 D 

心
配
主
婦
様
よ
り
一
通
の
手
 

一
紙
を
頂
い
た
。
字
の
誤
り
や
さ
 

ん
の
付
け
か
た
。
異
動
で
担
当
 

に
な
っ
て
 
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
 

新
聞
に
」
と
毎
日
思
う
昨
今
で
 

「
あ
る
。
あ
り
が
た
い
指
摘
で
あ
 

る
。
又
、
こ
の
広
報
が
好
き
で
 

す
と
記
さ
れ
て
い
た
。
胸
の
中
が
 

ノ
と
し
た
。
 

c
に
感
無
量
の
思
い
で
あ
る
。
広
 

ノ
た
る
も
の
は
何
で
あ
る
べ
き
か
、
 

口
答
の
連
続
で
あ
る
。
 

窓
の
外
は
雪
が
積
っ
て
い
る
。
 

日
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
原
 

＋
く
仕
上
げ
ね
ば
間
に
合
わ
な
い
 

現
実
で
あ
る
。
 

，
の
人
た
ち
と
本
当
に
素
晴
ら
し
 

ソ
づ
く
り
を
と
思
う
。
 

）
た
め
に
も
参
加
・
自
治
・
分
権
 

勿
で
、
よ
り
よ
い
広
報
に
し
た
い
 

ノ
。
 

田川地区消防の金田分署前の道路一部が 

工事のため、消防車・救急車は、金田駅 

前より宝見橋経由となります。 

I I 


